
機器の作動信頼性等についての検討（案） 

 

給油設備から何らかの原因で破損した場合、ガソリンが漏えいする危険性がある。 

このことから、資料３－２で挙げた次の対策について、検討することとする。 
 

フェーズ１：ガソリン漏えいのきっかけ 
安全対策の方向性 安全対策（案） 検討事項（案） 

給油設備の故障の早

期発見 

 

a.定期点検の強化（日常点検項目の

追加等） 

b.定期的な機器の交換 

○目視による点検が可能なものは何か。

（a） 

○点検の難易度はどの程度か。（a） 

○定期的に機器を交換する根拠となる

ようなデータはあるか。（b） 

 

フェーズ２：ガソリンの漏えい 

安全対策の方向性 安全対策（案） 検討事項（案） 

給油設備が故障した

場合の漏えい防止 

a.故障を検知すると給油不可とな

る機能の設置 

 

○ 作 動 信 頼 性 の 確 保 は 可 能 か 。

（a,f,g,h） 

○既設の給油設備に新たに追加するこ

とは可能か。（a,b,c,d,e,f,g,h） 

○有効に作動する機器を構築すること

ができるか。（a,h） 

○操作性（誤作動）等はどうか。（b,d,e） 

 

 

異常操作を給油設備

が感知した場合の給

油停止 

b.給油ノズルの高さを検知し、異常

操作された場合に給油を停止す

る装置の設置 

給油行為者の故意又

は過失を監視で覚知

した場合に遠隔操作

で給油停止 

c.遠隔操作で給油停止できる装置

の設置 

給油ホースが破断し

た場合の漏えい防止 

d.緊急離脱カプラが機能したこと

を感知して自動的に作動する緊

急遮断弁及びポンプ停止装置（緊

急離脱カプラの作動感知）の設置 

e.緊急離脱カプラの信頼性向上の

ため、緊急離脱カプラの複数設置 

c.遠隔操作で緊急停止できる装置

の設置（再掲） 

給油設備が移動・転

倒した場合の漏えい

防止 

f.油中ポンプに緊急停止装置（衝突

感知、傾斜感知）の設置 

g.給油設備内からの漏えい防止の

ための緊急遮断弁（衝突感知、傾

斜感知）の設置 

h.給油設備内にフレキシブル配管

の設置 
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１ 給油設備に求められる漏えい防止措置の状況 

（１）油中ポンプの緊急遮断弁及び緊急停止装置 

危険物保安技術協会の試験確認を受けている給油設備は、「固定給油設備等及びこれ

らの構成設備の型式試験確認実施要領」に基づき油中ポンプの緊急遮断弁及び緊急停止

装置の性能が確認されており、次のとおり確認実施要領が定められている。 

 

＜緊急遮断弁（セルフのみ）＞ 

 

（危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」より抜粋） 

 

＜緊急停止装置＞ 

 

 
（危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」より抜粋） 
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（２）吸引式ポンプの緊急遮断弁 

危険物保安技術協会の試験確認を受けている給油設備は、「固定給油設備等及びこれ

らの構成設備の型式試験確認実施要領」に基づき吸引式ポンプの緊急遮断弁の性能が確

認されており、次のとおり確認実施要領が定められている。 

 

＜緊急遮断弁（セルフのみ）＞ 

 
（危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」より抜粋） 

 

（３）フレキシブル配管 

「可撓管継手の設置等に関する運用基準について」（昭和 56 年３月９日消防危第 20

号）、「可撓管継手の設置等に関する運用基準の取扱いについて」（昭和 56 年８月 14 日

消防危第 107号）、「可撓管継手に関する技術上の指針の取扱いについて」（昭和 57年５

月 28日消防危第 59号）に危険物施設の配管に可撓管を使用する場合における技術基準

が定められているが、給油設備に用いられる可撓管の基準は定められていない。 

 

（４）給油設備の故障検知装置 

各給油設備メーカ独自で設置している可能性がある。 
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（５）緊急離脱カプラ 

危険物保安技術協会の試験確認を受けている給油設備は、「固定給油設備等及びこれ

らの構成設備の型式試験確認実施要領」に基づき緊急離脱カプラの性能が確認されてお

り、次のとおり確認実施要領が定められている。 

 

＜緊急離脱カプラ（セルフのみ）＞ 

 

（危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」より抜粋） 

 

※ ドイツにおいて、ＣＮＧディスペンサーの緊急離脱カプラが、人が引っ張ったこと

により離脱した事例も見られており、事故時に適切に作動することはもちろん、事故

時以外の時において離脱させない適切な設定引っ張り力についても留意する必要が

あるのではないか。 
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（６）操作卓からの緊急停止装置 

危険物保安技術協会の試験確認を受けているセルフの給油設備は、「固定給油設備等

及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」に基づき操作卓からの緊急停止装置の

性能が確認されており、次のとおり確認実施要領が定められている。 

 

＜緊急停止装置（セルフのみ）＞ 

 

 

（危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験確認実施要領」より抜粋） 

 

２ 検討の進め方（案） 

 上記１を踏まえると、各安全装置について一定の安全性能が確認されているが、給油設

備の不具合による事故が漏えい事故の原因として最も多く見られることや、資料３－４－

２のガードポールの設置のように、ガードポールの強度以上の速度で給油設備に衝突する

といった想定外の事故が発生する危険性もあることから、ガソリンの漏えい防止対策とし

て、給油設備へ付加的に安全装置を設置することや、監視を強化することが想定される。 

これらの対策の実現化に当たって、検討の進め方は次のとおりとしてはどうか。 
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（１）定期点検の強化及び定期的な機器の交換 

定期点検の強化及び定期的な機器の交換については、目視による点検が可能なものは

何か、点検の難易度はどの程度か、定期的に機器を交換する根拠となるようなデータは

あるかについて検討が必要ではないか。 

この検討事項については、給油設備の技術的な内容について確認が必要となるため、

まずは給油設備メーカ等と意見交換し、意見を集約した後、検討会の議題として挙げる

こととしたい。 

（２）機器の構築 

機器の構築については、付加する装置が既設の給油設備に新たに追加することが可能

であるか、セルフの給油設備でも導入されたことのないフレキシブル配管や故障を検知

すると給油不可となる機能について有効に作動する機器を構築することが可能か、誤作

動の心配がない等の操作性について検討が必要ではないか。 

この検討事項については、給油設備の技術的な内容についての検討が中心となるため、

給油設備メーカ等と意見交換し、意見を集約した後、検討会の議題として挙げることと

したい。 

なお、故障を検知すると給油不可となる機能については、監視員が遠隔操作によりポ

ンプを緊急停止させる仕組みを応用し、電気信号により緊急停止する仕組みを構築する

ことが有効ではないかと思われ、既存の技術の応用を含めて検討していきたい。 

（３）作動信頼性の検証 

過去の給油取扱所内での漏えい事故を見ると、給油設備の不具合によるものが最も

多く見られている。１の基準を満たす給油設備の安全装置については、出荷時の作動信

頼性は確保されているが、機器の交換や点検に関する具体的な基準はなく、数十年点検

されないまま使用されている給油設備も存在するという情報もあることから、経年劣化

や被災等に対応した安全対策を検討し作動信頼性を確保する必要があるのではないか。 

この検討事項については、過去に発生した事故の原因及び機器の交換時期のタイミ

ングに関して、給油設備製造メーカにご協力いただき、既存の試験確認データ等を集約

した後、検討会の議題として挙げることとしたい。 
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